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(57)【要約】
【課題】画像形成装置において、画像データに基づく画
像をプレビュー表示した状態で特定した領域の色をユー
ザの所望する色に簡単に変更することができるユーザイ
ンタフェースに優れた画像形成装置を提供する。
【解決手段】画像データを入力する原稿読取部（１１０
）と、画像データに基づき画像を生成する画像生成部（
１６０）と、画像データに基づき生成された画像をプレ
ビュー画像として出力する画像出力部（１６０）と、プ
レビュー画像を表示するタッチパネルディスプレイ（１
３０）と、プレビュー画像において色の変更を行なう領
域を特定する色変更領域特定部（１９０）と、色変更領
域特定部（１９０）により特定された領域の色変更を行
なうように制御する制御部（１８０）と、を備えること
を特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを入力する入力部と、
　前記画像データに基づき画像を生成する画像生成部と、
　前記画像データに基づき生成された画像をプレビュー画像として出力する画像出力部と
、
　前記プレビュー画像を表示する表示部と、
　前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定する色変更領域特定部と、
　前記色変更領域特定部により特定された領域の色変更を行なうように制御する制御部と
、
を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記色変更領域特定部は、前記プレビュー画像の所定面積以上の領域を色変更領域とし
て特定することをとする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記色変更領域特定部は、ユーザが選択的に特定した領域を色変更領域として特定する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記色変更領域特定部は、前記プレビュー画像において画像領域と文字領域とを判別し
て特定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記色変更領域特定部は、前記プレビュー画像において特定の文字パターンと特定の図
形パターンとを判別して特定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記入力部により入力された画像データが複数ページある場合、前記色変更領域特定部
により特定された領域の色変更は、全ページまたは特定のページに対して選択的に反映さ
れることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　画像データを入力する入力工程と、
　前記画像データに基づき画像を生成する画像生成工程と、
　前記画像データに基づき生成された画像をプレビュー画像として出力する画像出力工程
と、
　前記プレビュー画像を表示する表示工程と、
　前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定する色変更領域特定工程と、
　前記色変更領域特定工程により特定された領域の色変更を行なうように制御する色変更
制御工程と、
を備えることを特徴とする画像色変更方法。
【請求項８】
　画像データを入力する入力ステップと、
　前記画像データに基づき画像を生成する画像生成ステップと、
　前記画像データに基づき生成された画像をプレビュー画像として出力する画像出力ステ
ップと、
　前記プレビュー画像を表示する表示ステップと、
　前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定する色変更領域特定ステップ
と、
　前記色変更領域特定ステップにより特定された領域の色変更を行なうように制御する色
変更制御ステップと、
をコンピュータに実行させるための画像色変更プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、画像形成装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、原稿画像をプレビュー表示可能な画像形成装置が知られている。
　このような画像形成装置によれば、ジョブの実行前に事前に原稿をスキャン（プリスキ
ャン）した処理結果を表示画面上にプレビュー表示することで、出力する前に読み取った
原稿を確認することができる。
【０００３】
　また、出力する画像の調整や出力設定を変更した場合は、画像形成装置において、表示
画面上にプレビュー表示された画像を目視で確認することにより、印刷する前に画像の仕
上がりを認識することができる。
【０００４】
　従来技術として、例えば、画像形成装置において、スキャナにより生成された画像デー
タを操作表示部にプレビュー表示させ、色領域入力手段が、画像データにおいて等色させ
る色領域を入力して、対象色算出手段により色領域を等色させる対象色を算出し、色調整
条件設定手段により画像出力条件下における対象色の出力が許容色差内となる複数の色調
整条件を設定し、色変換条件変更手段により複数の色調整条件の中から色空間全体に生じ
る色差が最小となる色調整条件を選択して、色変換条件を変更し、色変換手段により変更
された色変換条件で画像データの色変換を行う技術が開示されている（特許文献１を参照
）。
【０００５】
　上述した画像形成装置によれば、プレビュー画像により変動する画像の仕上がりを認識
することで、実際に記録紙に画像出力を繰り返すことなく、実機の状態とユーザの画像出
力要求に合った画像出力モードの設定や最適なキャリブレーション条件の設定を含む色調
整が可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－２９２７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、画像において選択された色領域を等色に
したり色調整を行なった結果をプレビュー表示いたりしているが、画像形成装置における
ＵＩ（ユーザインターフェース）は、ユーザの所望する色に変更するものではなかった。
【０００８】
　本発明は、上記従来の課題に鑑みてなされたものであり、画像形成装置において、画像
データに基づく画像をプレビュー表示した状態で特定した領域の色をユーザの所望する色
に簡単に変更することができるユーザインタフェースに優れた画像形成装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、画像形成装置であって、画像データを入力する入力部（原稿読取部）と、前
記画像データに基づき画像を生成する画像生成部と、前記画像データに基づき生成された
画像をプレビュー画像として出力する画像出力部と、前記プレビュー画像を表示する表示
部と、前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定する色変更領域特定部と
、前記色変更領域特定部により特定された領域の色変更を行なうように制御する制御部と
、を備えることを特徴とするものである。
【００１０】
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　また、本発明は、画像色変更方法であって、画像データを入力する入力工程と、前記画
像データに基づき画像を生成する画像生成工程と、前記画像データに基づき生成された画
像をプレビュー画像として出力する画像出力工程と、前記プレビュー画像を表示する表示
工程と、前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定する色変更領域特定工
程と、前記色変更領域特定部により特定された領域の色変更を行なうように制御する色変
更制御工程と、を備えることを特徴とするものである。
【００１１】
　また、本発明は、画像色変更プログラムであって、画像データを入力する入力ステップ
と、前記画像データに基づき画像を生成する画像生成ステップと、前記画像データに基づ
き生成された画像をプレビュー画像として出力する画像出力ステップと、前記プレビュー
画像を表示する表示ステップと、前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特
定する色変更領域特定ステップと、前記色変更領域特定部により特定された領域の色変更
を行なうように制御する色変更制御ステップと、をコンピュータに実行させることを特徴
とするものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の画像形成装置によれば、画像データを入力する入力部（原稿読取部）と、前記
画像データに基づき画像を生成する画像生成部と、前記画像データに基づき生成された画
像をプレビュー画像として出力する画像出力部と、前記プレビュー画像を表示する表示部
と、前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定する色変更領域特定部と、
前記色変更領域特定部により特定された領域の色変更を行なうように制御する制御部と、
を備えることで、画像データに基づく画像をプレビュー表示した状態で特定した領域の色
をユーザの所望する色に簡単に変更することができるユーザインタフェースに優れた画像
形成装置を提供することができる。
【００１３】
　また、本発明の画像色変更方法によれば、画像データを入力する入力工程と、前記画像
データに基づき画像を生成する画像生成工程と、前記画像データに基づき生成された画像
をプレビュー画像として出力する画像出力工程と、前記プレビュー画像を表示する表示工
程と、前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定する色変更領域特定工程
と、前記色変更領域特定工程により特定された領域の色変更を行なうように制御する色変
更制御工程と、を備えることで、画像データに基づく画像をプレビュー表示した状態で特
定した領域の色をユーザの所望する色に簡単に変更することができるユーザインタフェー
スに優れた画像形成装置の画像色変更方法を提供することができる。
【００１４】
　また、本発明の画像色変更プログラムによれば、画像データを入力する入力ステップと
、前記画像データに基づき画像を生成する画像生成ステップと、前記画像データに基づき
生成された画像をプレビュー画像として出力する画像出力ステップと、前記プレビュー画
像を表示する表示ステップと、前記プレビュー画像において色の変更を行なう領域を特定
する色変更領域特定ステップと、前記色変更領域特定ステップにより特定された領域の色
変更を行なうように制御する色変更制御ステップと、をコンピュータに実行させることで
、画像データに基づく画像をプレビュー表示した状態で特定した領域の色をユーザの所望
する色に簡単に変更することができるユーザインタフェースに優れた画像形成装置を実現
できる画像色変更プログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１実施形態に係る画像形成装置の主要部の構成を示すブロック図である。
【図２】前記画像形成装置の全体構成を示す説明図である。
【図３】前記画像形成装置のタッチパネルディスプレイに表示される操作画面のプレビュ
ー表示領域を示す説明図である。
【図４】前記タッチパネルディスプレイに表示される操作画面の一例を示す説明図である
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。
【図５】色変更処理を行なうときの色変更操作画面の一例を示す説明図である。
【図６】前記色変更操作画面において機能選択キーが表示される一例を示す説明図である
。
【図７】前記色変更操作画面において機能選択キーが選択された次の画面の一例を示す説
明図である。
【図８】前記色変更操作画面において色指定領域が表示された画面の一例を示す説明図で
ある。
【図９】前記色変更操作画面において色変更領域に対して色を指定した状態の画面の一例
を示す説明図である。
【図１０】第１実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【図１１】前記色変更操作画面において色指定を行なう一例を示す説明図である。
【図１２】前記色変更操作画面において色変更領域を特定する一例を示す説明図である。
【図１３】前記色変更操作画面において色変更領域を特定する一例を示す説明図である。
【図１４】前記色変更操作画面において色変更領域を特定して色を指定する一例を示す説
明図である。
【図１５】第２実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【図１６】第３実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【図１７】第４実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【図１８】第５実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（第１実施形態）
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は第１実施形態に係る画像形成装置の主要部の構成を示すブロック図、図２は前記
画像形成装置の全体構成を示す説明図、図３は前記画像形成装置のタッチパネルディスプ
レイのプレビュー表示領域を示す説明図、図４は前記タッチパネルディスプレイに表示さ
れる操作画面の一例を示す説明図、図５は色変更処理を行なうときの色変更操作画面の一
例を示す説明図である。
【００１７】
　第１実施形態は、図１に示すように、画像形成装置１００の構成として、画像データを
入力する原稿読取部（入力部）１１０と、記憶部１５０と、前記画像データに基づいて画
像を生成する画像生成部１６０と、前記画像データに基づいて生成された画像をプレビュ
ー画像として出力する画像出力部１７０と、前記プレビュー画像を表示するタッチパネル
ディスプレイ（表示部）１３０を備える操作ユニット１２０と、当該画像形成装置１００
の各部の処理動作を制御する制御部１８０とを備え、タッチパネルディスプレイ１３０に
表示されたプレビュー画像において特定された領域の色変更を行なうことを特徴とするも
のである。
【００１８】
（画像形成装置の構成）
　ここで、第１実施形態に係る画像形成装置１００の基本的な構成について説明する。
　第１実施形態に係る画像形成装置１００は、画像処理装置の１種である画像形成装置で
ある。本発明に係る構成の適用は、このような画像形成装置以外の画像処理装置または電
子機器であっても構わない。
【００１９】
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　画像形成装置１００は、電子写真方式により記録用紙に画像を形成する。
　また、画像形成装置１００は、動作モードとして、コピーモード、ファクシミリモード
（ＦＡＸモード）、ドキュメントファイリングモード（スキャンした画像を画像形成装置
内部の記憶装置に記憶するモード）およびメールモード（スキャンした画像を電子メール
に添付する形式で送信するモード）を備える。なお、この画像形成装置１００は、さらに
ネットワークプリンタモードを備えていても構わない。
【００２０】
　画像形成装置１００は、図２に示すように、主に、原稿読取部１１０、画像形成部１０
４、給紙部１０６、排紙処理装置１０８、操作ユニット１２０等を備える。
【００２１】
　操作ユニット１２０は、タッチパネルディスプレイ１３０と表示操作部１４０とで構成
される。タッチパネルディスプレイ１３０は、液晶パネル等で構成された表示パネル１３
２とタッチパネル１３４とで構成される。
【００２２】
　このタッチパネルディスプレイ１３０においては、表示パネル１３２に、この画像形成
装置１００における動作モードを選択するホーム画面、この画像形成装置１００の現在の
状態、宛先指定状況、ジョブの処理状況等が表示される。
【００２３】
　表示パネル１３２のプレビュー表示領域上には、ソフトウェアボタンである選択ボタン
が表示されている。この選択ボタンの表示されている領域を指で押すと、タッチパネル１
３４がその押された位置を検出する。プログラム上で、選択ボタンの表示位置とタッチパ
ネル１３４が押された位置とを照合することにより、画像形成装置１００の動作モード選
択、機能設定および動作指示等が行なわれる。この画像形成装置１００はこのようなタッ
チ操作に加えて、上述したジェスチャー操作にも対応している。
【００２４】
　表示操作部１４０は、表示灯１４２と、電源キー１４４と、省エネルギーキー（以下「
省エネキー」と記載）１４６と、動作モードを選択するホーム画面へタッチパネルディス
プレイ１３０の表示画面を戻すためのホームキー１４８とで構成される。
【００２５】
　このように画像形成装置１００は、主たる操作デバイスとしてタッチパネルディスプレ
イ１３０を備えるとともに、ハードウェアキーおよび表示灯により構成される表示操作部
１４０を備える。表示操作部１４０のキーは、タッチパネルディスプレイ１３０により構
成されるソフトウェアボタンと対比して、ハードウェアボタンとして構成される。
【００２６】
　なお、画像形成装置１００は、このような構成の表示操作部１４０を備えるものに限定
されず、タッチパネルディスプレイ１３０のみを備えるものであってもよい。タッチパネ
ルディスプレイ１３０に表示されたホーム画面においてユーザが動作モードを選択すると
、選択された動作モードにおける初期画面に切り換わるものであれば構わない。
【００２７】
　記憶部１５０には、この画像形成装置１００でスキャンした原稿の画像データが記憶さ
れる。また、記憶部１５０には、画像形成装置１００の動作を制御するのに必要なプログ
ラムおよびデータ等が記憶されている。
【００２８】
　制御部１８０は、記憶部１５０に格納されているプログラムおよびデータに従って画像
形成装置１００の制御を行なうとともに画像形成装置１００の各機能に関する制御を実行
する。
【００２９】
　次に、第１実施形態に係る画像形成装置１００の特徴的な構成について図面を参照して
説明する。
　第１実施形態に係る画像形成装置１００は、図１に示すように、上述した原稿読取部１
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１０、記憶部１５０、画像生成部１６０、画像出力部１７０、操作ユニット１２０および
制御部１８０という構成に加えて、さらに、プレビュー画像において色の変更を行なう領
域を特定する色変更領域特定部１９０を備えて、色変更領域特定部１９０によりタッチパ
ネルディスプレイ１３０に表示されたプレビュー画像において特定された領域の色変更を
行なうことを特徴とするものである。
【００３０】
　色変更領域特定部１９０は、タッチパネルディスプレイ１３０に表示されたプレビュー
画像において、色の変更を行なう領域を特定する。
【００３１】
　第１実施形態では、制御部１８０は、色変更領域特定部１９０により特定されたプレビ
ュー画像の特定領域の色変更を行なうように制御することを特徴としている。
【００３２】
（タッチパネルディスプレイのレイアウト構成）
　次に、操作ユニット１２０に備わるタッチパネルディスプレイ１３０について図面を参
照して説明する。
【００３３】
　タッチパネルディスプレイ１３０は、初期画面において、基本レイアウトが５つの領域
（「システム領域」、「機能設定領域」、「プレビュー領域」、「アクションパネル領域
」、「タスクトリガー領域」）に分割されて適切に配置されている。
【００３４】
　初期画面としての操作画面１３０１の基本レイアウトは、図３に示すように、最上部に
システム領域１０００が配置され、画面中央部にプレビュー領域（プレビュー表示領域）
３０００が配置される。プレビュー領域３０００の左側に機能設定／確認領域２０００（
以下、機能設定領域２０００と記載する）が配置される。また、プレビュー領域３０００
の右上部にアクションパネル領域４０００が配置され、そのアクションパネル領域４００
０の下部にタスクトリガー領域（操作領域）５０００が配置される。
【００３５】
　なお、操作画面１３０１における領域の数は５つに限定されるものではなく、左右の並
びもこれに限定されず、例えば、ユーザの利き手に応じて領域の左右の配置を逆にしても
構わない。また、システム領域１０００の位置は最下部であっても構わない。また、状態
もしくは設定によっては表示されなくても構わない。
【００３６】
　具体的には、図４に示すように、システム領域１０００には、この画像形成装置１００
の現時点での状態が表示され、操作中の動作モードのタイトル、画像形成装置１００の状
況・状態が表示される。例えば、システム領域１０００には、動作モードのアイコン、装
置の状態等が表示される。
【００３７】
　機能設定領域２０００には、各機能の設定、表示の切り換え、設定の確認のためにユー
ザにより操作される機能設定メニュー（アイコン、ボタン等）が表示される。
【００３８】
　プレビュー領域３０００には、初期画面では仮想テンキー３００１と、装置全体をイメ
ージするミミック表示３００２が表示されている。
　また、プレビュー領域３０００は、表示領域の大きさが、ユーザの操作に応じて変更し
て表示することが可能に構成されている。
【００３９】
　アクションパネル領域４０００には、操作についての補助・助言・提案についての情報
が表示される。
【００４０】
　タスクトリガー領域５０００には、その動作モードにおける全ての設定が完了して、こ
の画像形成装置１００を実際に動作させるためにユーザにより操作されるトリガー一項目
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が表示される。例えば、処理を開始させるためのスタートボタン（ソフトウェアボタン）
である。
【００４１】
　スタートボタンとして、スキャンした画像をプレビュー表示する処理を実行する指示を
行うプレビューキー５１０２と、指示した処理をリセットする指示を行なうリセットキー
５１０４と、白黒コピーを実行する指示を行う白黒スタートキー５１０６と、カラーコピ
ーを実行する指示を行なうカラースタートキー５１０８が設けられている。
【００４２】
　これらの５領域は、動作モードが変更されても（どの動作モードの初期画面においても
）、その配置された位置は変更されない。また、機能設定領域２０００（およびプレビュ
ー領域３０００）における切り換え表示のように、領域はタッチパネルディスプレイ１３
０の画面横方向（長手方向）に伸縮してサイズが変化可能に構成されている。
【００４３】
（色変更処理の操作）
　次に、第１実施形態に係る画像形成装置１００において、原稿画像における特定の領域
の色を変更する色変更を行なう場合について図面を参照して説明する。
【００４４】
　原稿画像の特定の領域の色を変更する場合は、図４に示すように、操作画面１３０１に
おいて、プレビューキー５１０２をタッチ操作して、原稿読取部１１０により入力された
画像をタッチパネルディスプレイ１３０上にプレビュー表示を行なう。
【００４５】
　プレビューキー５１０２がタッチ操作されると、図５に示すように、色変更操作画面１
３０２が表示される。色変更操作画面１３０２では、機能設定領域２０００が画面側端部
側に一時的に格納されて、プレビュー領域３０００が拡大されている。色変更操作画面１
３０２の中央部付近のプレビュー領域３０００に、プレビュー画像１１００が表示される
。プレビュー領域３０００の下端部には、色変更キー３１００が表示される。
【００４６】
　色変更キー３１００がタッチ操作されると、図６に示すように、プレビュー領域３００
０の一側端側にプレビュー画像１１００が小さく表示される。アクションパネル領域４０
００には、機能選択キーとして指定範囲色変更キー４１００が表示される。
【００４７】
　指定範囲色変更キー４１００がタッチ操作されると、図７に示すように、プレビュー領
域３０００の一側端部に設定指示表示部３２００が表示される。アクションパネル領域４
０００には、機能選択キーとして一括色変更キー４１１０と変更領域と色指定キー４１２
０が表示される。
【００４８】
　設定指示表示部３２００には、図６のアクションパネル領域４０００において選択され
た機能選択キーの内容が表示される。ここでは、タッチ操作により指定範囲色変更キー４
１００が選択されているので、設定指示表示部３２００には「指定範囲色変更」と表示さ
れる。
【００４９】
　一括色変更キー４１１０がタッチ操作により選択されると、図８に示すように、設定指
示表示部３２００には「一括色変更」と表示される。プレビュー領域３０００は、操作画
面１３０１の中央部付近の領域となり、操作画面１３０１の一側端部側に色指定領域６０
００が形成される。
【００５０】
　色指定領域６０００には、第１色指定部６１０１、第２色指定部６１０２、第３色指定
部６１０３、パレット６２００、スライドバー６３００が表示される。
【００５１】
　プレビュー領域３０００には、プレビュー画像１１００が表示される。プレビュー画像
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１１００において、色変更を行なう第１変更領域１１０１、第２変更領域１１０２、第３
変更領域１１０３、第４変更領域１１０４が特定される。
【００５２】
　第１実施形態では、第１変更領域１１０１と第４変更領域１１０４とを第１色指定部６
１０１で指定した色に変更し、第２変更領域１１０２を第２色指定部６１０２で指定した
色に変更し、第３変更領域１１０３を第３色指定部６１０３で指定した色に変更するよう
に設定している。
【００５３】
　なお、プレビュー画像１１００における色変更を行なう変更領域は、色変更を行なう領
域の面積に応じて自動的に特定するようにしてもよく、ユーザが選択的に変更領域を特定
するようにしてもよい。
【００５４】
　また、第１実施形態では、図９に示すように、例えば、第１変更領域１１０１と第４変
更領域１１０４とに対して第１色指定部６１０１で色を指定したときには、指定色や色変
更した領域が視覚的に明確となるように強調表示されるようになっている。
　強調表示は、例えば、図９に示すように、変更領域や指定色の個所に一時的に輪郭線を
表示したり、変更領域や指定色の個所を点滅表示したりするようにしてもよい。
【００５５】
　このようにして、入力された画像に対して色変更を行なう場合に、画像をプレビュー表
示して、色変更を行なう領域を特定し、変更する色を指定することにより、簡単に画像の
色変更を行なうことができ、プレビュー画像により色変更後の画像を確認することができ
る。
【００５６】
（色変更の動作処理）
　次に、第１実施形態の画像形成装置１００における入力された画像の色変更を行なう色
変更処理について、フローチャートに沿って説明する。
　図１０は第１実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【００５７】
　第１実施形態の画像形成装置１００において、入力された画像に対して色変更を行なう
場合は、図１０に示すように、まず、原稿から画像を読取る（ステップＳ１）。読取った
画像データは記憶部１５０に収納される。
【００５８】
　そして、画像データに基づきプレビュー画像が生成され（ステップＳ３）、生成された
プレビュー画像はタッチパネルディスプレイ１３０のプレビュー領域３０００に表示され
る（ステップＳ５）。
【００５９】
　そして、画像の色変更をするか否かが判定（選択）される（ステップＳ７）。
　ステップＳ７において、画像の色変更をしないと判定された場合は、色変更処理は終了
する。一方、ステップＳ７において、画像の色変更をすると判定された場合は、プレビュ
ー画像における色変更を行なう領域を特定する（ステップＳ９）。
【００６０】
　そして、変更する色を指定して（ステップＳ１１）、色変更を行なう領域を指定された
色に変更する（ステップＳ１３）。このようにして、画像の色変更処理が実行される。
【００６１】
　以上のように構成したので、第１実施形態によれば、画像形成装置１００において、原
稿読取部１１０と、画像生成部１６０と、画像出力部１７０と、タッチパネルディスプレ
イ１３０と、色変更領域特定部１９０と、色変更領域特定部１９０により特定された領域
の色変更を行なうように制御する制御部１８０と、を備えることで、画像データに基づく
画像をプレビュー表示した状態で特定した領域の色をユーザの所望する色に簡単に変更す
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ることができるので、ユーザインタフェースに優れた画像形成装置１００を実現すること
ができる。
【００６２】
　また、第１実施形態では、図９に示すように、プレビュー画像１１００において、第１
変更領域１１０１と第４変更領域１１０４とに対して第１色指定部６１０１で変更する色
を指定したときに、指定色や色変更した領域が視覚的に明確となるように強調表示するよ
うにしたので、色変更する個所を直ぐに確認することができる。その際にスライドバー６
３００を左右に調整することで、指定色からの色差範囲を調節することができる。
【００６３】
　なお、第１実施形態では、変更する色を指定するときは、第１色指定部６１０１、第２
色指定部６１０２、第３色指定部６１０３において色を指定しているが、その他の例とし
て、例えば、図１１に示すように、複数の色が表示されるパレット６２００から所望の色
６２０１を指定して、特定の領域、例えば、第１変更領域１１０１、第４変更領域１１０
４の色を一括で指定した色に変更するようにしてもよい。
【００６４】
　また、第１実施形態では、プレビュー画像１１００において、色を変更する領域として
、第１変更領域１１０１、第２変更領域１１０２、第３変更領域１１０３、第４変更領域
１１０４を特定しているが、その他の例として、例えば、図１２に示すように、色変更を
行なう領域を特定するために、プレビュー画像１１００上に矩形状の領域を形成するため
の始点位置１１１１と終点１１１２位置を設定して、矩形状の変更領域１１１３を形成す
るようにしてもよい。
【００６５】
　そして、図１３に示すように、変更領域１１１３における「ＡＢＣＤＥ」の文字列１１
０６を特定して、文字列１１０６を色変更する個所して特定するようにしてもよい。
【００６６】
　そして、図１４に示すように、文字列１１０６の変更する色をパレット６２００から指
定するようにしてもよい。
【００６７】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　第２実施形態は、画像形成装置１００において入力された画像の色変更を行なうときに
、タッチパネルディスプレイ１３０に表示されたプレビュー画像において、画像領域と文
字領域とを分けて色変更を行なうようにしたことを特徴とするものである。
【００６８】
　以下に、第２実施形態の画像形成装置１００における入力された画像の色変更を行なう
色変更処理について、フローチャートに沿って説明する。
　図１５は第２実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【００６９】
　なお、第２実施形態に係る画像形成装置の構成は、第１実施形態の画像形成装置と同様
な構成を有するものであるため説明を省略する。
【００７０】
　第２実施形態では、画像形成装置１００において、入力された画像に対して色変更を行
なう場合は、プレビュー画像において、画像領域と文字領域とを分けて色変更を行なう工
程以外は、第１実施形態の処理と同様となるため、図１５に示すフローチャートでは、ス
テップＳ１からステップＳ１３の説明を省略する。
【００７１】
　第２実施形態では、図１５に示すように、画像形成装置１００において、入力された画
像に対して色変更を行なうときに（ステップＳ１からステップＳ７）、プレビュー画像に
おいて、画像領域と文字領域とを分けて色変更を行なうか否かが判定（選択）される（ス
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テップＳ２０１）。
【００７２】
　ステップＳ２０１において、画像領域と文字領域とを分けて色変更を行なわないと判定
された場合は、色変更処理は終了する。一方、ステップＳ２０１において、画像領域と文
字領域とを分けて色変更を行なうと判定された場合は、ステップＳ９からステップＳ１３
に沿って、画像領域と文字領域とを分けて画像の色変更処理が実行される。
【００７３】
　以上のように構成したので、第２実施形態によれば、画像形成装置１００において、原
稿読取部１１０と、画像生成部１６０と、画像出力部１７０と、タッチパネルディスプレ
イ１３０と、色変更領域特定部１９０と、色変更領域特定部１９０により特定された領域
の色変更を行なうように制御する制御部１８０と、を備え、色変更を行なう領域を画像領
域と文字領域とを分けて行なうようにしたので、色変更を行なう領域を区別し易くなるた
め、ユーザの所望する色に簡単に変更することができる。
【００７４】
（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。
　第３実施形態は、画像形成装置１００において入力された画像の色変更を行なうときに
、タッチパネルディスプレイ１３０に表示されたプレビュー画像において、色変更を行な
う領域をＯＣＲ（Optical Character Recognition）で文字領域を特定して色変更を行な
うようにしたことを特徴とするものである。
【００７５】
　以下に、第３実施形態の画像形成装置１００における入力された画像の色変更を行なう
色変更処理について、フローチャートに沿って説明する。
　図１６は第３実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【００７６】
　なお、第３実施形態に係る画像形成装置の構成は、第１実施形態の画像形成装置と同様
な構成を有するものであるため説明を省略する。
【００７７】
　第３実施形態では、画像形成装置１００において、入力された画像に対して色変更を行
なう場合は、プレビュー画像において、色変更を行なう領域をＯＣＲで文字領域を特定す
る工程以外は、第１実施形態の処理と同様となるため、図１６に示すフローチャートでは
、ステップＳ１からステップＳ１３の説明を省略する。
【００７８】
　第３実施形態では、図１６に示すように、画像形成装置１００において、入力された画
像に対して色変更を行なうときに（ステップＳ１からステップＳ７）、プレビュー画像に
おいて、ＯＣＲで文字領域を特定して色変更を行なうか否かが判定（選択）される（ステ
ップＳ３０１）。
【００７９】
　ステップＳ３０１において、ＯＣＲで文字領域を特定して色変更を行なわないと判定さ
れた場合は、色変更処理は終了する。一方、ステップＳ３０１において、ＯＣＲで文字領
域を特定して色変更を行なうと判定された場合は、ステップＳ９からステップＳ１３に沿
って、ＯＣＲで文字領域を特定して画像の色変更処理が実行される。
【００８０】
　以上のように構成したので、第３実施形態によれば、画像形成装置１００において、原
稿読取部１１０と、画像生成部１６０と、画像出力部１７０と、タッチパネルディスプレ
イ１３０と、色変更領域特定部１９０と、色変更領域特定部１９０により特定された領域
の色変更を行なうように制御する制御部１８０と、を備え、色変更を行なう領域をＯＣＲ
で文字領域を特定して行なうようにしたので、色変更を行なう文字領域を明確にできるた
め、ユーザの所望する色に簡単に変更することができる。
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【００８１】
（第４実施形態）
　次に、本発明の第４実施形態について説明する。
　第４実施形態は、画像形成装置１００において入力された画像の色変更を行なうときに
、タッチパネルディスプレイ１３０に表示されたプレビュー画像において、文字パターン
と図形パターンとを認識して、特定の文字パターンと特定の図形パターンとを色変更を行
なう領域として特定して色変更を行なうようにしたことを特徴とするものである。
【００８２】
　以下に、第４実施形態の画像形成装置１００における入力された画像の色変更を行なう
色変更処理について、フローチャートに沿って説明する。
　図１７は第４実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【００８３】
　なお、第４実施形態に係る画像形成装置の構成は、第１実施形態の画像形成装置と同様
な構成を有するものであるため説明を省略する。
【００８４】
　第４実施形態では、画像形成装置１００において、入力された画像に対して色変更を行
なう場合は、プレビュー画像において、特定の文字パターンと特定の図形パターンとを色
変更を行なう領域として特定する工程以外は、第１実施形態の処理と同様となるため、図
１６に示すフローチャートでは、ステップＳ１からステップＳ１３の説明を省略する。
【００８５】
　第４実施形態では、図１７に示すように、画像形成装置１００において、入力された画
像に対して色変更を行なうときに（ステップＳ１からステップＳ７）、プレビュー画像に
おいて、特定の文字パターンと特定の図形パターンとを色変更を行なう領域として特定し
て色変更を行なうか否かが判定（選択）される（ステップＳ４０１）。
【００８６】
　ステップＳ４０１において、特定の文字パターンと特定の図形パターンとを色変更を行
なう領域として特定して色変更を行なわないと判定された場合は、色変更処理は終了する
。一方、ステップＳ４０１において、特定の文字パターンと特定の図形パターンとを色変
更を行なう領域として特定して色変更を行なうと判定された場合は、ステップＳ９からス
テップＳ１３に沿って、特定の文字パターンと特定の図形パターンとを色変更を行なう領
域として特定して画像の色変更処理が実行される。
【００８７】
　以上のように構成したので、第４実施形態によれば、画像形成装置１００において、原
稿読取部１１０と、画像生成部１６０と、画像出力部１７０と、タッチパネルディスプレ
イ１３０と、色変更領域特定部１９０と、色変更領域特定部１９０により特定された領域
の色変更を行なうように制御する制御部１８０と、を備え、特定の文字パターンと特定の
図形パターンとを色変更を行なう領域として特定して色変更を行なうようにしたので、色
変更を行なう文字パターンと図形パターンとを明確にできるため、ユーザの所望する色に
簡単に変更することができる。
【００８８】
（第５実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　第５実施形態は、画像形成装置１００において入力された画像の色変更を行なうときに
、入力された画像が複数ページある場合に、タッチパネルディスプレイ１３０に表示され
たプレビュー画像において特定された領域の色変更を、全ページに対して反映することを
特徴とするものである。
【００８９】
　以下に、第５実施形態の画像形成装置１００における入力された画像の色変更を行なう
色変更処理について、フローチャートに沿って説明する。



(13) JP 2020-31316 A 2020.2.27

10

20

30

40

50

　図１８は第５実施形態の画像形成装置における入力された画像の色変更を行なう色変更
処理の工程を示すフローチャートである。
【００９０】
　なお、第５実施形態に係る画像形成装置の構成は、第１実施形態の画像形成装置と同様
な構成を有するものであるため説明を省略する。
【００９１】
　第５実施形態では、画像形成装置１００において、入力された画像に対して色変更を行
なう場合は、色変更を行なった処理を全ページに反映する工程以外は、第１実施形態の処
理と同様となるため、図１５に示すフローチャートでは、ステップＳ１からステップＳ１
３の説明を省略する。
【００９２】
　第５実施形態では、図１８に示すように、画像形成装置１００においてプレビュー画像
において特定の領域に対して指定した色に変更する処理がステップＳ１からステップＳ１
３に沿って行なわれた後、色変更処理を全ページに反映するか否かが判定（選択）される
（ステップＳ５０１）。
【００９３】
　ステップＳ５０１において、色変更処理を全ページに反映しないと判定された場合は、
色変更処理は終了する。一方、ステップＳ５０１において、色変更処理を全ページに反映
すると判定された場合は、全ページ対してページ毎に色変更を行なう領域を特定して色変
更処理が実行される（ステップＳ５０３）。
【００９４】
　以上のように構成したので、第５実施形態によれば、画像形成装置１００において、原
稿読取部１１０と、画像生成部１６０と、画像出力部１７０と、タッチパネルディスプレ
イ１３０と、色変更領域特定部１９０と、色変更領域特定部１９０により特定された領域
の色変更を行なうように制御する制御部１８０と、を備え、プレビュー画像において特定
された領域の色変更を全ページに対して反映するようにしたので、ページ毎に画像の色変
更をすることなく簡単に変更することができる。
【００９５】
　なお、第５実施形態では、入力された画像に対する色変更処理を全ページに対して反映
するようにしているが、特定のページに対して選択的に色変更処理を反映するようにして
もよい。
【００９６】
　以上のように、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示し
た範囲で種々の変更が可能である。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された範疇内
において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、すなわち、本発
明の要旨を逸脱しない範囲内において適宜変更した技術的手段を組み合わせて得られる実
施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００９７】
１００　画像形成装置
１１０　原稿読取部（入力部）
１２０　操作ユニット
１３０　タッチパネルディスプレイ（表示部）
１５０　記憶部
１６０　画像生成部
１７０　画像出力部
１８０　制御部
１９０　色変更領域特定部
１１００　プレビュー画像
１１０１　第１変更領域
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１１０２　第２変更領域
１１０３　第３変更領域
１１０４　第４変更領域
１１０６　文字列
１１１１　始点位置
１１１２　終点
１１１３　変更領域
１３０１　操作画面
１３０２　色変更操作画面
２０００　機能設定領域
３０００　プレビュー領域
３２００　設定指示表示部
４１００　指定範囲色変更キー
４１１０　一括色変更キー
４１２０　色指定キー
６０００　色指定領域

【図１】 【図２】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】
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